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研究の目的 

当社では建物動特性の把握を目的として，全国で地震観測を実施している．観測建物の一部は，2011 年東北地

方太平洋沖地震で非常に大きな地震動を経験した宮城県や長周期成分が卓越し比較的長い継続時間を有する地震

動を経験した首都圏に位置している．宮城県ではＳ造建物において 7 年以上，首都圏ではＲＣ造超高層建物２棟に

おいて 15 年以上に亘り地震観測を実施しており，各建物とも東北地方太平洋沖地震時に観測開始以降で最大の揺

れを記録した．そこで，本報では，建物動特性として固有振動数および減衰定数を取り上げ，建物動特性の短期（単

一地震中）および長期（観測開始以降）での時間変動を把握することを目的とする． 

技術の説明 

検討対象としたのは，宮城県に建つ建物 SA（地上８階建のＳ造建物）ならびに千葉県に建つ建物 RA（地上 24

階建の RC 造超高層建物）および埼玉県に建つ建物 RB（地上 25 階建のＲＣ造超高層建物）の 3 棟である． 

動特性の推定手法として ARX モデルを用いた同定手法を採用し，３次までの固有振動数ならびに減衰定数を推

定した．入力に 1 階，出力に屋上階の観測値を用いた 1 入力 1 出力モデルとし，対象とした地震すべてに対して

同定区間を移動させながら順次同定を行った． 

主な結論 

・ 動特性の推定を試みた結果，固有振動数および減衰定数の応答振幅依存性が確認された． 

・ 過去最大応答加速度の更新とともに固有振動数は低下すること，その後の地震時でも元の値に完全には戻らな

いこと，低下後の固有振動数は低下前に描いていた応答振幅依存性の履歴線を概略平行移動した箇所で応答振

幅依存性を示すことが確認された． 

・ 約５年間での経年変化に伴う固有振動数の変動は，過去最大応答加速度の更新に起因した固有振動数の変動に

比較して小さいことが確認された． 
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図-1 １次の固有振動数推定結果の応答振幅依存性 


